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明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
年
に

発
布
さ
れ
た
「
教
育
ニ
関
ス
ル
勅ち

ょ
く

語ご

」（
教

育
勅
語
）
は
、
当
時
の
国
民
の
道
徳
・
教

育
活
動
に
お
け
る
絶
対
的
な
方
針
と
さ

れ
ま
し
た
。
発
布
後
、
文
部
省
は
謄と

う

本ほ
ん

を
作
り
、
全
国
の
学
校
へ
配
布
し
ま
し

た
。
各
学
校
で
は
、
こ
の
教
育
勅
語
の

謄
本
と
宮
内
庁
か
ら
下か

賜し

さ
れ
た
天
皇
・

皇
后
両
陛
下
の
写
真
（
御ご

真し
ん

影え
い

）
を
納
め

る
た
め
の
建
物
を
学
校
の
敷
地
内
に
建

設
し
ま
し
た
。
こ
の
建
物
は
「
奉ほ

う

安あ
ん

殿で
ん

」

や
「
奉
安
所
」「
奉
安
庫
」
な
ど
と
呼
ば

れ
ま
し
た
。
奉
安
殿
は
耐
火
耐
震
を
考
慮

し
た
頑
丈
な
構
造
で
造
ら

れ
て
お
り
、
デ
ザ
イ
ン
は

ギ
リ
シ
ャ
建
築
風
で
あ
っ

た
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
や
レ
ン
ガ
造
り
の
洋
風

建
築
、
神
社
風
の
建
築
と

さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
町
内
の
学
校
で
は
、

大
正
時
代
後
半
か
ら
昭
和

一
〇
年
代
に
か
け
て
次
々

と
建
設
さ
れ
、
古
い
写
真

を
見
る
限
り
で
は
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
神
社

風
の
建
築
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

上
齋
原
村
で
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二

九
）
に
御ご

大た
い

典て
ん

記
念
事
業
と
し
て
小
学
校

の
敷
地
の
北
側
に
村
費
六
〇
〇
円
の
建

設
費
を
支
出
し
て
奉
安
庫
が
建
設
さ
れ

ま
し
た
が
、
基
礎
工
事
に
際
し
て
は
、
村

内
の
青
年
訓
練
所
生
徒
を
は
じ
め
、
青
年

団
員
・
在
郷
軍
人
・
農
業
補
習
学
校
生
徒
・

小
学
校
児
童
な
ど
が
作
業
奉
仕
を
行
っ

た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
に
残

る
羽
出
国
民
学
校
の
奉
安
殿
建
設
作
業

風
景
の
写
真
で
も
、
子
供
達
が
石
材
や

木
材
を
運
ん
で
い
る
姿
が
写
っ
て
お
り
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
奉
安
殿
建
設
に

従
事
す
る
こ
と
で
、
愛
国
意
識
を
高
め

る
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
経
緯
で
学
校
の
敷
地
に
建

設
さ
れ
た
奉
安
殿
は
神
聖
な
場
所
と
さ

れ
、
祝
日
に
は
全
校
生
徒
と
職
員
が
整

列
し
て
校
長
先
生
に
よ
っ
て
教
育
勅
語

が
奉
読
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
芳
野
尋じ

ん

常じ
ょ
う

小
学
校
の
当
時
の
「
経
済
更こ

う

生せ
い

施
設
事

項
概
要
」
の
中
に
は

　
「
学
校
朝
会
ニ
於
イ
テ
ハ
奉
安
殿
並な

ら
び

ニ

大た
い

麻ま

（
伊
勢
神
宮
の
御
札
）
奉
斎
所
ニ

対
シ
最
敬
礼
ヲ
行
フ　

又
校
門
ノ
出
入

リ
ニ
際
シ
必
ズ
之こ

れ

ヲ
行
フ
」

　

と
定
め
ら
れ
、
戦
時
体
制
下
に
な
る
と

軍
国
主
義
的
な
価
値
観
形
成
の
色
合
い

も
濃
く
な
っ
て
き
ま
す
。
町
内
の
当
時
の

想
い
出
話
と
し
て
、

　
「
式
典
に
は
奉
安
殿
か
ら
両
陛
下
の
写

真
が
移
さ
れ
上
段
の
扉
の
中
に
置
か
れ
、

白
い
手
袋
を
し
た
校
長
先
生
が
教
頭
先

生
の
運
ば
れ
た
黒
い
箱
を
開
き
、
教
育

勅
語
「
朕ち

ん

惟お
も

フ
ニ
」
が
何
度
も
朗
読
さ
れ
、

そ
の
間
頭
を
下
げ
て
じ
っ
と
し
て
い
な

い
と
注
意
を
受
け
る
き
び
し
い
長
い
長

い
時
間
で
し
た
。」（
泉
尋
常
小
学
校
昭

和
十
二
年
度
卒
業
生
）

　

と
い
う
話
も
記
録
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
戦
前
の
教
育
の
中
で
奉
安
殿
は
大
き

な
存
在
感
を
示
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）、
日
本
が
戦

争
に
敗
れ
る
と
、
連
合
国
軍
最
高
司
令

官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
指
示
に
よ
っ

て
廃
止
さ
れ
、
多
く
は
そ
の
後
解
体
も

し
く
は
地
中
に
埋
め
ら
れ
、
御
真
影
や

教
育
勅
語
な
ど
も
適
宜
回
収
・
処
分
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
学
校
に
は
、
奉
安
殿
は
残
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
教
育
勅
語
は
中
谷
尋
常

高
等
小
学
校
と
泉
尋
常
高
等
小
学
校
の

も
の
が
回
収
を
免
れ
て
残
さ
れ
て
お
り
、

戦
前
の
教
育
を
知
る
上
で
の
貴
重
な
歴

史
資
料
と
し
て
鏡
野
郷
土
博
物
館
に
お

い
て
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
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羽出国民学校の奉安殿建設作業風景（Ｓ16年）

奉安殿（右の建物）に最敬礼する児童達
（小田尋常小学校）

泉尋常小学校の奉安殿と教育勅語の入った木箱


